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ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、「
ベ
ル
タ
・
フ
ェ
リ
ツ
ィ
タ
ス
・
ゾ
フ
ィ
ー
・
フ
ラ
イ
フ
ラ
ウ
・

フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
（Bertha Felicitas Sophie Freifrau von Suttner

）
と
い
い
、
一
八
四
三

年
六
月
九
日
に
伯
爵
の
令
嬢
と
し
て
誕
生
し
、
一
九
一
四
年
六
月
二
十
一
日
、
満
七
十
一
歳
で
没
し
た
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
小
説
家
、
平
和
運
動
の
活
動
家
で
あ
る
。

　

今
か
ら
百
九
年
前
の
一
九
〇
五
年
、
女
性
と
し
て
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
日
本
で

い
え
ば
、
江
戸
時
代
の
天
保
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
の
頃
、
平
和
運
動
に
生
涯
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ

情
熱
の
女
性
で
あ
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
は
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
与
百
周
年
を
記

念
し
て
、
次
の
文
を
発
表
し
た
。

「
武
器
を
捨
て
よ
」
―
―
こ
れ
は
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー

の
最
も
有
名
な
長
編
小
説
の
題
名
で
あ
り
、
ま
た
こ
の
注
目
に
値
す

る
女
性
が
取
り
組
ん
だ
最
も
重
要
な
生
涯
の
目
標
で
し
た
。
ベ
ル

タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
へ
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
与
百
周
年
記

念
日
は
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
業
績
を
振
り
返
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
論
ず

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
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た
初
め
て
の
女
性
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
彼
女
の
友
人
で
後
援
者
で
あ
る
ア
ル
フ
レ
ー
ド
・
ノ
ー
ベ
ル

に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
創
設
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
女
性
で
も
あ
り
ま
す
。

　

文
筆
家
と
し
て
、
ま
た
講
演
者
と
し
て
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
世
界
に
広
が
る
平
和
運

動
の
先
頭
に
立
っ
て
行
動
し
ま
し
た
。
当
時
の
趨
勢
と
は
反
対
に
、
彼
女
は
国
家
主
義
の
狂
信
に
立
ち
向

か
い
、
戦
争
と
憎
し
み
を
扇
動
す
る
人
々
や
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
が
掲
げ
る
攻
撃
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
断
固
と

し
て
反
対
し
た
の
で
す
。
彼
女
は
こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
持
つ
破
壊
的
な
力
を
見
抜
き
、
予
言
者
の

ご
と
く
述
べ
ま
し
た
。「
次
に
起
こ
る
戦
争
は
、
こ
れ
ま
で
の
戦
争
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
恐
ろ
し

い
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
」
と
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
二
十
世
紀
の
破
壊
的
な
世
界
戦
争
を
体
験
す
る
こ
と
な
く
，
世

を
去
り
ま
し
た
。
こ
の
恐
ろ
し
い
二
つ
の
世
界
戦
争
の
経
験
を
知
る
私
た
ち
は
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
が
生
涯
を

か
け
た
事
業
を
思
い
起
こ
し
、
更
に
推
し
進
め
て
い
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
交
は
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
世

界
の
平
和
と
人
権
を
守
る
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
継
続
的
な
平
和
と
安
全
は
、
人
権

が
保
障
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
し
か
在
り
得
な
い
か
ら
で
す
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ェ
リ
ツ
ィ
タ
ス
・
ゾ
フ
ィ
ー
・
フ
ラ
イ
フ
ラ
ウ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
一
八
四
三
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年
六
月
九
日
、
プ
ラ
ハ
の
名
門
貴
族
キ
ン
ス
キ
ー
伯
爵
家
に
、〝
伯

爵
令
嬢
〟
と
し
て
、
フ
ェ
リ
ツ
ィ
タ
・
キ
ン
ス
キ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ヒ

ニ
ッ
ツ
ウ
ン
ト
・
テ
ッ
タ
ウ
と
妻
ゾ
フ
ィ
ー
・
ケ
ル
ナ
ー
の
間
に
、

チ
ェ
コ
の
プ
ラ
ハ
に
あ
る
ア
ル
ト
シ
ュ
テ
タ
ー
・
リ
ン
グ
通
り
の
キ

ン
ス
キ
ー
の
家
で
生
ま
れ
た
。

　

チ
ェ
コ
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
り
、
東
西
に
細
長
い
形
で
、
北

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
東
は
ス
ロ
バ
キ
ア
、
南
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
西
は

ド
イ
ツ
と
国
境
を
接
し
て
い
る
。

　

首
都
は
プ
ラ
ハ
で
市
内
中
心
部
を
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
が
流
れ
、
古
い

町
並
み
や
建
物
が
数
多
く
現
存
し
て
い
る
。
六
世
紀
の
後
半
に
ス
ラ

ヴ
民
族
に
よ
っ
て
ヴ
ル
タ
ヴ
ァ
川
河
畔
に
人
々
が
集
ま
り
集
落
が
で

き
あ
が
る
。
九
世
紀
後
半
に
は
プ
ラ
ハ
城
、
十
世
紀
頃
に
ヴ
ィ
シ
ェ

フ
ラ
ト
城
が
で
き
、
二
つ
の
城
に
挟
ま
れ
た
街
が
形
成
さ
れ
、
ユ
ダ

ヤ
人
の
入
植
が
始
ま
る
。
そ
の
頃
か
ら
、
プ
ラ
ハ
は
幾
度
か
の
戦
渦
に
遭
っ
て
荒
廃
し
た
。

　

十
三
世
紀
に
な
る
と
、
プ
ラ
ハ
城
、
市
街
地
の
整
備
な
ど
の
都
市
開
発
が
行
わ
れ
、
ロ
ー
マ
な
ど
に
並

ぶ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
大
の
都
市
に
発
展
し
、
黄
金
の
プ
ラ
ハ
と
い
わ
れ
た
。
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十
四
世
紀
以
降
は
戦
火
が
続
く
が
、
十
五
世
紀
後
半
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
の
中
心
都
市
と
し
て
栄
華
を
極
め
る
。

だ
が
、
再
び
戦
場
と
な
り
、
宗
教
や
文
化
は
弾
圧
を
受
け
た
。

そ
し
て
、
チ
ェ
コ
は
独
自
の
文
化
を
失
い
、
二
世
紀
以
上
も

暗
黒
の
時
代
と
呼
ば
れ
る
チ
ェ
コ
民
族
文
化
の
空
白
時
代
を

迎
え
た
。

　

そ
の
後
、
長
い
時
を
経
て
、
プ
ラ
ハ
は
、
第
一
次
、
第
二

次
世
界
大
戦
の
被
害
に
も
、
ま
た
、
そ
の
後
の
資
本
主
義
の

高
度
経
済
成
長
に
も
巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
古
い
建
築
か
ら
近
代
建
築
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
の
時
代
の
建
築
様
式
が
並
ぶ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
建
築
博
物
館
の
街
に
な
り
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に

も
登
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ベ
ル
タ
は
伯
爵
令
嬢
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
一
度
と
し
て
上
流
階

級
に
属
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ベ
ル
タ
の
母
ゾ
フ
ィ
ー
は
、
一
市

民
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
夫
の
死
後
は
そ
の
実
家
か
ら
関
係

を
断
た
れ
る
。
そ
の
た
め
、
幼
少
の
頃
か
ら
母
と
共
に
過
ご
す
こ
と

に
な
り
、
母
の
ゾ
フ
ィ
ー
と
共
に
、
ブ
ル
ノ
で
過
ご
す
。

オーストリア・ハンガリー帝国の国章
（1918年迄）
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ブ
ル
ノ
は
、
チ
ェ
コ
共
和
国
第
二
の
都
市
で
あ
る
。
後
に
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
に
転
居
す
る
が
、
更
に
、
ウ
ィ
ー
ン
郊

外
の
ロ
ー
ス
タ
ー
ノ
イ
ブ
ル
ク
に
移
る
。
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ

ー
ス
バ
ー
デ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
、
再
び
ド
イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン
・

バ
ー
デ
ン
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ネ
チ
ア
、
ド
イ
ツ
の
バ
ー
ト
・
ホ
ン
ブ

ル
グ
で
静
か
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
そ
の
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
戦
火
の
兆
し
が
見
え
て
い
た
。
一
八
六
三
年
、
現
在
の
ポ
ー
ラ
ン

ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
部
と
ロ
シ
ア
西
端
、
つ
ま
り
旧
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
リ
ト

ア
ニ
ア
共
和
国
領
で
発
生
し
た
ロ
シ
ア
帝
国
に
対
す
る
反
対
活
動
が
活
発
化
し
、
遂
に
武
装
蜂
起
と
な
っ

た
。
俗
に
〝
一
八
六
三
年
蜂
起
〟
と
呼
ば
れ
る
反
乱
で
あ
る
。
一
八
六
三
年
一
月
二
十
二
日
に
始
ま
り
、

翌
年
の
四
月
十
一
日
に
終
結
し
た
こ
と
か
ら
〝
一
月
蜂
起
〟
と
も
言
わ
れ
る
。

　

そ
の
蜂
起
前
夜
、
ベ
ル
タ
は
被
支
配
者
側
の
指
導
者
が
集
ま
る
会

に
出
た
。
そ
の
会
で
は
、
反
乱
は
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
勝
利
に
は
ほ

ど
遠
い
と
い
う
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
殆
ど
の
男
の
指
導
者
が
そ
う
語

る
の
を
聞
き
、
参
加
し
て
い
た
女
性
の
ほ
う
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

男
は
恥
さ
ら
し
だ
と
い
う
声
が
上
が
る
。

　

こ
れ
を
聞
い
て
い
た
ベ
ル
タ
は
、
女
性
の
持
つ
男
性
像
と
い
う
も ベルタの母ゾフィ
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の
を
闘
い
の
勇
者
か
ら
平
和
主
義
者
に
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
と
い
う
。

　

そ
の
頃
、
三
十
歳
に
な
っ
て
い
た
ベ
ル
タ
は
三
度
の
婚
約
を
す
る
。
最
初
は
、
三
十
四
歳
も
年
上
の
ス

タ
フ
ォ
ン
・
ハ
イ
ネ
・
ゲ
ル
デ
ル
ン
男
爵
で
あ
っ
た
が
、
金
持
ち
の
男
に
自
分
を
売
り
渡
す
よ
う
な
気
持

に
な
り
直
ぐ
に
解
消
し
、
そ
の
後
、
別
の
二
人
と
婚
約
を
す
る
が
、
い
ず
れ
も
結
婚
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

一
八
七
三
年
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
男
爵
の
家
で
、
そ
の
四
人
の
令
嬢
の
た
め
の
住
み
込

み
家
庭
教
師
と
な
っ
た
。
伯
爵
令
嬢
と
し
て
生
ま
れ
た
ベ
ル
タ
は
、
家
庭
教
師
と
は
い
え
使
用
人
と
同
じ

で
あ
っ
た
が
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
男
爵
の
息
子
ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
グ
ン
ダ
ッ
カ
ー
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
と

出
会
い
、
恋
を
し
て
結
婚
を
申
し
込
ま
れ
る
。
だ
が
、
家
族
が
反
対
し
た
た
め
諦
め
た
。
し
か
し
以
後
、

二
人
は
密
か
な
関
係
を
続
け
る
。

　

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
発
明
で
大
富
豪
に
な
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
科
学
者
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
と

ベ
ル
タ
が
偶
然
の
出
会
い
を
し
た
の
は
三
十
三
歳
の
時
で
あ
っ
た
。

　

当
時
、
ノ
ー
ベ
ル
は
数
年
間
、
世
界
各
地
を
転
々
と
し
た
後
、
パ

リ
に
定
住
す
る
こ
と
を
決
め
た
頃
で
あ
る
。
パ
リ
に
住
ん
で
い
た
ノ

ー
ベ
ル
が
、
秘
書
の
募
集
を
新
聞
広
告
に
出
し
た
。
ベ
ル
タ
は
、
そ

れ
に
応
じ
て
即
座
に
採
用
さ
れ
る
。
後
に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
が
誕

生
す
る
こ
と
に
、
そ
の
出
会
い
は
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。

　

ノ
ー
ベ
ル
は
、
孤
独
で
憂
鬱
に
な
り
が
ち
な
性
格
で
あ
っ
た
が
、
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優
れ
た
知
識
を
持
ち
幾
つ
か
の
外
国
語
に
堪
能
な
ベ
ル
タ
に
恋
心

を
持
っ
た
。

　

し
か
し
、
ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
へ
の
愛
を

忘
れ
ら
れ
な
い
ベ
ル
タ
は
、
ノ
ー
ベ
ル
の
秘
書
の
仕
事
を
一
年
足

ら
ず
で
止
め
て
パ
リ
を
離
れ
る
。
そ
し
て
、
密
か
に
連
絡
を
取
っ

て
い
た
ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
と
翌
年
の
六
月
十
二
日
に
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
ウ
ィ
ー
ン
に
あ
る
聖
エ
ギ
デ
ィ
オ
教
会
で
結
婚
し
て
グ
ル
ジ
ア
へ
移
っ
た
。
ベ
ル
タ
が
ズ
ッ
ト
ナ
ー

の
姓
を
名
乗
る
の
は
、
そ
の
時
か
ら
で
あ
る
。

　

だ
が
、
経
済
的
に
苦
し
か
っ
た
た
め
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
語
学
や
音
楽
の
教
師
と
し

て
生
活
費
を
稼
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

現
在
の
ト
ビ
リ
シ
市
、
ク
タ
イ
ス
市
、
ズ
ク
デ
ィ
市
な

ど
に
滞
在
し
た
数
年
の
後
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
夫
妻
は
オ
ー
ス

ト
リ
ア
に
帰
っ
た
。

　

帰
国
し
た
翌
年
、
夫
と
共
に
パ
リ
を
訪
れ
た
時
、
そ
こ

で
初
め
て
組
織
化
し
た
ロ
ン
ド
ン
の
平
和
運
動
の
存
在
を

知
り
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
そ
れ
を
生
涯

の
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ノーベルの住まい

アルフレッド・ノーベル
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更
に
そ
の
翌
年
の
一
八
八
九
年
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
反
戦
小
説
『
武
器
を
捨
て
よ
（D

ie W
affen 

nieder!

）』
を
発
表
す
る
。

　

小
説
は
、
平
和
を
訴
え
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
描
き
、
家
族
の
幸
せ
が
戦
争
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
く
過

程
を
綴
っ
た
作
品
で
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
が
女
性
の
視
点
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
。
小
説

は
多
く
の
読
者
に
衝
撃
を
与
え
、
一
躍
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
国
際
的
な
平
和
活
動
の
指

導
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
女
性
に
は
選
挙
権
も
な
く
、
社
会
的
に
広
く
活
動
す
る
場
の
な
か
っ

た
時
代
か
ら
す
れ
ば
驚
く
べ
き
こ
と
で
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
一
八
九
〇
年
か
ら
一
年
間
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ニ
ス
に
滞
在
し
、

ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
「
第
三
回
世
界
平
和
会
議
」
へ
初
め
て
参
加
し
た
。
そ
こ
で
、「
列
国
議
会
同
盟
」

の
関
係
者
と
知
り
合
う
な
ど
し
て
、
平
和
運
動
へ
の
活
動
を
拡
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
ほ
ぼ
一
人
の
力
に
よ
っ
て
一
八
九
一
年
に
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
平
和
協
会
」
を
創

設
し
た
。
こ
う
し
て
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
そ
の
頃
か
ら
世
界
に
広
が
り
始
め
た
平
和
運
動
の
先
頭
に
立
っ
て

運
動
の
拡
大
を
図
る
。

　

ロ
ー
マ
で
開
か
れ
た
国
際
平
和
会
議
で
の
協
議
を
経
て
、
ス
イ
ス
の
首
都
ベ
ル
ン
に
「
常
設
国
際
平
和

ビ
ュ
ー
ロ
ー
」
が
設
立
さ
れ
た
。
当
時
、
日
本
は
明
治
中
期
で
あ
り
、
数
年
後
に
は
日
清
戦
争
、
日
露
戦

争
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
時
期
で
あ
っ
た
が
、
世
界
は
平
和
を
求
め
て
い
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
平
和
へ
の
思
い
を
深
く
し
、
当
時
の
国
家
主
義
に
よ
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る
狂
信
に
立
ち
向
か
い
、
戦
争
と
憎
し
み
を
先
導
す
る
人

々
や
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
が
掲
げ
る
攻
撃
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

断
固
と
し
て
反
対
し
た
。

　

一
八
九
一
年
に
は
、
夫
の
ア
ル
ト
ゥ
ー
ア
・
フ
ォ
ン
・

ズ
ッ
ト
ナ
ー
が
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
防
止
協
会
」
を
設
立
し
、

妻
の
ベ
ル
タ
は
熱
心
に
そ
れ
を
支
持
し
た
。
そ
し
て
、
ベ

ル
リ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
な
ど
に
も
赴
き
、
平
和
運
動
を

続
け
る
。

　

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
二
人
は
国
粋
主
義
者
、
教
権
主

義
者
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
を
敵
に
ま
わ
す
こ
と
に
な
る
。

だ
が
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、「
迫
害
の

犠
牲
者
を
迫
害
か
ら
守
る
に
は
、
た
っ
た
一
つ
の
誠
実
な

方
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。―
―
彼
の
側
に
立
つ
こ
と
で
す
」

と
言
い
続
け
た
。
争
い
を
好
ま
ず
、
常
に
相
手
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
す
る
精
神
を
心
に
秘
め
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

平
和
主
義
者
と
し
て
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
国
際
平
和
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
も
加
入
し
終
身

会
員
と
な
り
、
そ
の
会
の
副
会
長
も
務
め
る
な
ど
し
て
、
活
動
は
国
際
的
な
も
の
と
な
り
、
平
和
運
動
雑

武器を捨てよ！　新日本出版社刊
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誌
『
武
器
を
捨
て
よ
』
を
発
行
し
た
。
こ
の
雑
誌
の
題
名
は
、
著
書
「
武
器
を
捨
て
よ
！
」
か
ら
採
用
さ

れ
た
と
い
う
。
そ
の
活
動
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
歴
史
学
者
ヘ
ン
リ
ー
・
ト
マ
ス
・
バ
ッ
ク
ル
、
同
じ
イ
ギ
リ

ス
の
哲
学
者
、
倫
理
学
者
で
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
、
生
物
学
者
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ

ン
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
ロ
シ
ア
の
兵
士
と
交
わ
し
た
言
葉
が
あ
る
。
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、「
あ
な

た
は
自
分
の
銃
剣
を
研
ぐ
こ
と
が
、
平
和
だ
と
い
う
の
で
す
ね
？
」
と
聞
き
、
兵
士
は
、「
誓
っ
て
言
う
が
、

銃
剣
を
研
い
で
い
る
間
、
私
は
平
和
を
願
っ
て
い
る
の
だ
」
と
答
え
た
と
い
う
。
何
事
に
つ
け
て
も
、
世

界
の
平
和
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
こ
と
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
一
八
九
四
年
、
ロ
シ
ア
の
新
し
い
皇
帝
と
な
っ
た
ニ
コ
ラ
イ
二

世
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
ニ
コ
ラ
イ
二
世
が
、
軍
備
の
縮
小
と
国
際
平
和
会
議
を
求
め
る
〝
平

和
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
〟
を
布
告
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
八
九
九
年
、
ロ
シ
ア
皇
帝
が
提
唱
し
た
最
初
の
平
和
会
議
が
，
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
か
れ
た
。

し
か
し
、
参
加
し
た
の
は
平
和
運
動
家
達
で
は
な
く
、
各
国
の
外
交
官
、
政
府
高
官
や
軍
人
達
だ
っ
た
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
軍
備
縮
小
と
戦
時
国
際
法
に
つ
い
て
の
論
議
は
殆
ど
成
果
が
な
か
っ
た
。

　

だ
が
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
テ
オ
ド
ー
ア
・
ヘ
ル
ツ
ル
の
新
聞
で
あ
る
デ
ィ
・
ヴ
ェ

ル
ト
の
特
派
員
と
し
て
ハ
ー
グ
に
赴
き
、
そ
こ
で
シ
オ
ニ
ズ
ム
の
た
め
に
地
道
な
活
動
を
続
け
た
。

　

テ
オ
ド
ー
ア
・
ヘ
ル
ツ
ル
は
、
シ
オ
ニ
ズ
ム
運
動
を
起
こ
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
。
シ
オ
ニ
ズ
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ム
運
動
と
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
も
呼
ば
れ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
に
故
郷
を
再
建
、
ま
た
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
イ
ス
ラ

エ
ル
文
化
の
復
興
運
動
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
対
す
る
政
策
や
満
州
政
策
に
よ
っ
て
、
そ
の
主
張
の
偽
り

が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
擁
護
し
て
い
た
の
で
、
平
和
運
動
に
携
わ

る
多
く
の
同
志
を
困
惑
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
次

の
言
葉
を
述
べ
て
い
る
。

「
国
民
の
意
志
よ
。
帆
を
膨
ら
ま
せ
よ
！　

平
和
を
目
指
す
船
に
、
船
長
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
…
…
も

う
一
息
で
す
」
と
。

　

モ
ナ
コ
公
国
の
ア
ル
ベ
ー
ル
大
公
も
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
影
響
を
受
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
平
和
運
動
に
参
加
し
た
。
モ
ナ
コ
公
国
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
地
中
海
に
面
し
た
イ
タ
リ
ア
と
の
国
境

に
程
近
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
将
来
、
ア
ル
ベ
ー
ル

か
ら
経
済
的
な
援
助
を
得
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
遂
に
そ
の

希
望
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

一
九
〇
四
年
及
び
一
九
一
二
年
の
二
度
に
わ
た
っ
て
、
ベ
ル

タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
訪
れ
る
。

既
に
六
十
歳
を
超
え
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
の
あ
ち
こ
ち

アルベール大公
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で
講
演
を
続
け
、
平
和
運
動
の
支
持
者
を
探
し
求
め

た
。

　

ア
メ
リ
カ
の
大
実
業
家
で
あ
る
ア
ン
ド
ー
ル
・
カ

ー
ネ
ギ
ー
も
高
額
の
資
金
を
提
供
し
平
和
運
動
を
支

持
し
た
こ
と
も
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で
最
も
大
き
な
成

果
を
得
た
。
ア
メ
リ
カ
の
国
柄
も
あ
る
が
、
ベ
ル

タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
女
性
運
動
の
代
表
と

し
て
大
き
な
賞
賛
を
勝
ち
取
る
。

　

一
方
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ノ
ー
ベ
ル
と
の
個
人
的

な
関
係
は
秘
書
を
辞
め
た
後
も
続
く
が
、
ノ
ー
ベ
ル
の
晩
年
に
は
、
考
え
方
の
違
い
か
ら
対
立
も
し
て
い

た
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
平
和
へ
の
取
り
組
み
で
平
和
会
議
や
講
演
、
出
版
な
ど
を
主
体

と
し
た
平
和
協
会
の
設
立
を
訴
え
て
い
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
は
国
家
間
の
安
全
保
障
条
約
の
締
結
や
現
在
の

国
連
の
よ
う
な
組
織
を
目
指
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ベ
ル
が
一
八
九
六
年
に
死
去
す
る
前
ま
で
、
文
通
な
ど
を
通
し
た
関
わ
り
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
も
、
ノ
ー
ベ
ル
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
平
和
部
門
を
創
設
し
た
の
は
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ

ト
ナ
ー
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

アンドール・カーネギー
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ノ
ー
ベ
ル
は
亡
く
な
る
前
の
年
、
一
八
九
五
年
に
書
い
た
遺
言
書
に
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
の
創
設
を
と

書
き
残
し
て
い
る
。
そ
の
賞
が
制
定
さ
れ
た
一
九
〇
一
年
の
第
一
回
受
賞
者
を
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ

ト
ナ
ー
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
が
で
き
る
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
が
認
定
さ
れ
た
の
は
、
ノ
ー
ベ
ル
が
亡
く

な
っ
て
か
ら
九
年
後
、
一
九
〇
五
年
十
二
月
の
こ
と
で
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
が
そ
の
こ
と

を
知
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
で
の
講
演
旅
行
中
で
あ
る
。

　

実
際
の
受
賞
は
、
翌
年
の
春
、
現
在
の
オ
ス
ロ
で
あ
る
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ア
で
あ
っ
た
。
一
説
に
は
、

当
時
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
王
オ
ス
カ
ル
二
世
が
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
を
過
激
な
平
和
運
動
家

と
し
て
嫌
っ
た
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
定
か
で

は
な
い
。

　

そ
し
て
、
二
人
目
の
女
性
受
賞
者
が
誕
生
す
る
の

は
、
そ
れ
か
ら
四
半
世
紀
の
時
を
経
た
一
九
三
一
年

の
ア
メ
リ
カ
人
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ア
ダ
ム
ス
で
あ
る
。

　

女
性
と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
は

し
た
が
、
夫
の
ア
ル
ト
ゥ
ア
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ

ー
は
妻
の
授
賞
式
で
の
姿
を
見
る
こ
と
な
く
、
一
九

〇
二
年
二
月
十
日
に
亡
く
な
っ
た
。

晩年の夫　ズットナー
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ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
ノ
ー
ベ
ル
の
遺
言
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
も

の
だ
が
、
ノ
ー
ベ
ル
は
平
和
賞
を
「
国
家
間
の
友
愛
関
係
の
促

進
、
常
備
軍
の
廃
止
・
縮
小
、
平
和
の
た
め
の
会
議
・
促
進
に
最

も
貢
献
し
た
人
物
」
に
授
与
す
る
と
し
て
い
た
。
選
考
委
員
会
で

は
「
平
和
」
の
概
念
を
広
く
解
釈
し
、
授
賞
対
象
者
は
国
際
平
和
、

軍
備
縮
減
、
平
和
交
渉
だ
け
で
な
く
、
人
権
擁
護
、
非
暴
力
的
手

法
に
よ
る
民
主
化
や
民
族
独
立
運
動
、
保
健
衛
生
、
慈
善
事
業
、

環
境
保
全
な
ど
の
分
野
に
も
広
げ
た
。

　

と
も
あ
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
平
和
運
動
が
な
け
ね
ば
存
在

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
平
和
賞
の
授
賞
は
制
定
さ
れ
て
か
ら
五
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
ベ

ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
数
年
間
受
賞
を
逃
し
た
こ
と
に
落
胆
し
て
い
た
。
そ
れ
は
名
誉
を
得
よ

う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
平
和
運
動
の
た
め
に
資
金
を
必
要
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
後
も
、
精
力
的
に
平
和
に
つ
い
て
の
運
動
を
続
け
る
。
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ

ア
半
島
を
縦
断
す
る
講
演
、
オ
ラ
ン
ダ
の
首
都
デ
ン
・
ハ
ー
グ
で
の
第
二
回
平
和
会
議
へ
参
加
し
た
が
、

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
そ
の
前
夜
、
同
志
に
向
か
い
「
荷
造
り
は
終
わ
り
ま
し
た
。
明
日
は

『
平
和
誕
生
の
地
』
へ
出
発
で
す
」
と
微
笑
ん
だ
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

　

世
界
を
震
撼
さ
せ
た
人
類
史
上
最
初
の
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
九
一
四
年
で
あ
り
以
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後
四
年
間
続
く
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
当
時
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
慌
た
だ
し
く
軍
備
の
拡
張
を
進
め
て
い
た
。
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト

ナ
ー
は
そ
れ
を
知
り
、
自
分
が
世
界
中
を
回
り
根
強
く
や
っ
て
き
た
平
和
運
動
は
い
っ
た
い
何
で
あ
っ
た

の
か
と
思
い
、
絶
望
さ
え
感
じ
た
。
大
規
模
な
戦
争
が
起
き
る
危
険
を
訴
え
続
け
、
支
配
者
層
か
ら
は
嘲

笑
さ
れ
も
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
れ
で
も
国
家
主
義
、
軍
国
主
義
的
な
価
値
観
を
断
固
と
し
て
退
け
よ
う
と
し
、
挫
け
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
軍
備
縮
小
や
国
家
間
の
紛
争
を
平
和
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
、
地
球
を
壊
滅
す
る
ほ
ど

の
悲
惨
な
世
界
が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
一
四
年
六
月
二
十
八
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
皇
位
継
承
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン

ト
大
公
夫
妻
が
銃
撃
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
サ
ラ
エ
ボ
事
件
が
起
き
る
。
そ
れ
を
契
機
に
、
各
国
軍
部
は
軍

事
の
準
備
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
各
国
政
府
お
よ
び
君
主
は
開
戦
を
避
け
る
た
め
力
を

尽
く
し
た
が
、
戦
争
計
画
の
連
鎖
的
発
動
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
一
か
月
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
は
セ
ル
ビ
ア
に
宣
戦
布
告
し
、
瞬
く
間
に
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
。

　

一
九
一
四
年
六
月
二
十
一
日
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
首
都
ウ
ィ
ー

ン
で
七
十
一
歳
の
生
涯
を
閉
じ
る
。
サ
ラ
エ
ボ
事
件
、
そ
れ
に
よ
る
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
を
知
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
世
界
大
戦
の
始
ま
り
を
知
ら
ず
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
は
、
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
続
け
た

平
和
運
動
の
中
で
、
唯
一
幸
せ
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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遺
体
は
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
本
人
の
意
志
に
よ
っ
て
火
葬
さ
れ
、
そ
の
遺
骨
は
ド
イ
ツ
の

ゴ
ー
タ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
ゴ
ー
タ
は
、
少
な
く
と
も
八
世
紀
に
遡
る
古
い
町
で
ド
イ
ツ
に
お
け
る
啓
蒙
主

義
の
中
心
地
で
あ
る
。

　

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
著
書
『
武
器
を
捨
て

よ
！
』
は
、
伯
爵
家
の
令
嬢
が
四
度
の
戦
争
を
経
験
し
、
二
人

の
夫
を
失
う
中
で
平
和
主
義
に
目
覚
め
る
物
語
で
あ
り
、
各
国

で
賞
賛
を
得
て
十
六
か
国
で
翻
訳
さ
れ
た
。

　

小
説
は
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
没
年
に
映
画
化

さ
れ
、
日
本
語
訳
は
平
成
二
十
三
年
、
新
日
本
出
版
社
か
ら
出

版
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
平
和
を
愛
し
平
和
運
動
に
関
心
を
寄
せ

て
活
動
す
る
多
く
の
人
た
ち
に
読
ま
れ
続
け
て
い
る
。

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
２
ユ
ー
ロ
硬
貨
に
は
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ

ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
肖
像
が
刻
ま
れ
、
今
に
平
和
へ
の
思
い
を

伝
え
て
い
る
。

ウィーンの仕事場でのベルタ・フォン・ズットナー



－ 23－

ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
没
後
百
周
年
を
迎
え
て

　
　

―
成
果（
結
果
）＝
能
力（
０
～
１
０
０
）×
熱
意（
０
～
１
０
０
）×
考
え
方（

－

∞
～
０
～
＋
∞
）―

小　

松　

昭　

夫　

皆
様
こ
ん
に
ち
は
。

人
間
自
然
科
学
研
究
所
の
理
事
長
小
松
昭
夫
と
申
し
ま
す
。

今
日
、
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
没
後
百
周
年
を
記
念
す
る
意
味
深
い
場
所
で
、
彼
女
を
尊
敬
す
る
皆
様
と
お
会
い

し
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
の
平
和
活
動
の
意
義
を
共
有
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
動
画
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
人
間
自
然
科
学
研
究
所
は
、
人
類
の
特
性
と
歴
史
を
考
察
し
、「
積
極

的
平
和
主
義
」
に
徹
し
、
二
十
年
の
歳
月
を
か
け
、
人
類
進
化
に
至
る
対
立
・
統
合
・
発
展
が
循
環
す
る
「
和
の
文
化
」
を
生
み

出
す
た
め
、
世
界
の
戦
争
・
平
和
記
念
館
を
訪
問
、
民
間
外
交
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

一
九
四
五
年
七
月
二
十
九
日
、
日
本
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
」
黙
殺
と
報
道
、
八
月
六
日
広
島
、
九
日
長
崎
に
人
類
史
上
初
め
て
原
爆

投
下
、
九
月
二
日
ミ
ズ
ー
リ
号
で
の
調
印
に
よ
り
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
続
い
て
日
本
の
「
敗
戦
」
が
確
定
、
人
類
史
上
例
の

な
い
被
害
を
も
た
ら
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
。

日
本
は
天
皇
放
送
が
行
わ
れ
た
八
月
十
五
日
を
「
終
戦
」
記
念
日
と
定
め
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
終
戦
」
と
い
う
言

葉
を
積
極
的
に
生
か
し
、「
人
類
社
会
の
戦
争
を
終
わ
ら
せ
る
さ
き
が
け
を
務
め
る
国
家
」
と
定
義
づ
け
れ
ば
、
日
本
か
ら
世
界

恒
久
平
和
へ
の
道
筋
を
示
せ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

百
年
以
上
前
に
世
界
大
戦
の
勃
発
を
予
測
し
、
小
説
『
武
器
を
捨
て
よ
！
』
で
戦
争
阻
止
を
世
界
に
訴
え
、
空
爆
に
よ
り
人
類
が
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破
滅
に
至
る
こ
と
を
『
空
の
野
蛮
化
』
で
警
告
、
欧
米
を
中
心
に
平
和
活
動
を
展
開
し
、
ノ
ー
ベ
ル
に
平
和
賞
創
設
を
進
言
、
女

性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
（
五
番
目
）
を
受
賞
し
た
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
。
こ
の
志
を
現
代
に
蘇
ら
せ
る
こ
と

が
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
寄
付
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
市
に
建
設
さ
れ
た
「
平
和
宮
」（
国
際
司
法
裁
判
所
）
百
周

年
を
記
念
し
て
、
二
〇
一
三
年
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ロ
レ
マ
さ
ん
制
作
の
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
の
彫
刻
像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
除
幕
式
に
参
列
し
、
ロ
レ
マ
さ
ん
の
お
人
柄
と
、
深
遠
な
念
い
の
伝
わ
る
像
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
々
の
協
力
を

得
て
、
本
日
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
が
亡
く
な
っ
た
こ
の
地
で
、
そ
の
二
号
像
を
没
後
百
年
を
記
念
し
て
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
街
で
展
示
さ
れ
た
後
、
日
本
に
移
し
、
こ
れ
ま
で
ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
を
知
ら
な
い
日
本
人
に
広
く
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
の
展
示
を
き
っ
か
け
に
、強
く
平
和
を
希
求
す
る
人
々
に
よ
っ
て
、ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
が
世
界
各
地
に
次
々
と
建
立
さ
れ
、ズ
ッ

ト
ナ
ー
の
志
が
蘇
り
、
平
和
活
動
の
資
金
が
生
ま
れ
、
確
か
な
平
和
へ
の
流
れ
が
始
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
育
ち
、
四
十
二
年
前
に
創
業
し
た
会
社
の
所
在
地
で
も
あ
る
、
日
本
国
島
根
県
は
、
核
の
脅
威
が
迫
る
朝
鮮
半
島
の

対
岸
に
位
置
し
、
日
本
最
大
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。
島
根
県
は
、
二
〇
〇
五
年
に
韓
国
と
日
本
の
中
間
に
位
置
す
る
竹

島
（
韓
国
名
独
島
）
に
対
し
、領
土
権
の
早
期
確
立
を
目
指
し
た
運
動
を
推
進
す
る
目
的
で
「
竹
島
の
日
」
を
制
定
し
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
が
今
日
の
東
ア
ジ
ア
の
海
・
島
を
め
ぐ
る
紛
争
の
引
き
金
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
〇
七
年
、
第
二
回
万
国
平
和
会
議
に
大
韓
帝
国
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
李
儁
（
リ
ジ
ュ
ン
）
烈
士
死
去
、
一
九
一
〇
年
日

本
の
韓
国
併
合
、
一
九
一
四
年
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
死
去
、
第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
。
私
は
こ
れ
ら
の
経
緯
と
現
在

の
世
界
情
勢
を
日
本
で
受
け
止
め
、
二
〇
一
四
年
六
月
十
七
日
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
、
構
想
と
提
言
を
発
表
い
た

し
ま
す
。
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構
想
と
は
、「
国
民
国
連
・
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

現
在
の
国
連
は
、
一
九
四
五
年
二
月
の
ヤ
ル
タ
会
談
で
合
意
さ
れ
、
常
任
理
事
国
五
か
国
を
含
む
大
国
主
導
で
運
営
、
一
九
三
カ

国
の
「
政
府
代
表
」
で
構
成
さ
れ
、
時
に
は
正
義
を
掲
げ
武
力
を
行
使
し
て
い
ま
す
。「
国
民
国
連
」
は
、
人
類
の
特
性
と
歴
史

的
経
緯
を
生
か
し
、
論
理
的
討
議
を
通
じ
て
、
長
い
時
間
軸
で
道
理
を
実
現
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
み
出
す
、「
国
民
代
表
」
で

構
成
さ
れ
る
集
団
で
す
。

ま
た
、「
国
際
平
和
セ
ン
タ
ー
」
は
、
対
立
が
続
く
日
本
の
沖
縄
の
人
類
史
か
ら
見
た
地
政
学
的
な
意
味
を
研
究
す
る
中
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
人
類
の
未
来
を
拓
く
「
誓
い
の
施
設
」
と
し
て
同
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
、「
世
界
恒
久
平
和
発
祥
の
島
」
と
す
る

構
想
で
す
。

こ
れ
は
、
次
の 

主
要
三
施
設
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

⑴　

世
界
の
戦
争
と
平
和
関
連
博
物
館
を
情
報
通
信
技
術
（ICT

）
で
結
び
、
各
施
設
の
資
料
と
写
真
・
映
像
を
総
合
的
に
扱
い
、 

世
界
に
配
信
す
る
「
世
界
戦
争
平
和
映
像
セ
ン
タ
ー
」。

⑵　

世
界
中
か
ら
近
代
の
戦
争
の
全
戦
没
者
電
子
デ
ー
タ
を
集
め
、
永
遠
に
記
録
、
閲
覧
で
き
る
「
メ
モ
リ
ア
ル
タ
ワ
ー
」。

⑶　

最
先
端
の
科
学
技
術
とICT

を
生
か
し
、
平
和
会
議
、
平
和
貢
献
者
へ
の
顕
彰
、「
知
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
な
ど
を
開
催
し
、

「
和
の
文
化
」
を
生
み
出
す
「
和
の
殿
堂
」。

そ
し
て
提
言
と
は
、
米
国
・
露
国
・
中
国
の
三
大
核
大
国
の
結
節
点
、
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
を
三
大
核
大
国
の
積
極
的
支
持
を

得
て
非
核
化
し
、「
和
の
文
化
」
発
祥
地
と
す
る
こ
と
と
、
す
べ
て
の
核
保
有
国
の
段
階
的
な
核
削
減
の
同
時
ス
タ
ー
ト
の
提
言

で
す
。

今
か
ら
三
百
年
前
、
私
の
故
郷
、
出
雲
国
日
吉
村
（
現
・
島
根
県
松
江
市
八
雲
町
）
の
周
藤
彌
兵
衛
翁
は
、
私
財
を
投
じ
、

五
十
六
歳
か
ら
九
十
七
歳
ま
で
四
十
二
年
を
か
け
て
、
硬
い
安
山
岩
の
霊
山
・
剣つ
る
ぎ
さ
ん山を
ノ
ミ
と
槌
で
切
り
崩
し
、
切
通
し
を
完
成
、
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洪
水
を
繰
り
返
す
川
の
流
れ
を
変
え
、
村
人
を
救
い
、
百
二
歳
で
大
往
生
さ
れ
ま
し
た
。

ズ
ッ
ト
ナ
ー
女
史
と
同
様
に
志
を
貫
い
た
周
藤
翁
の
生
涯
を
描
い
た
小
説
『
悠
久
の
河
』
を
日
本
水
道
新
聞
に
二
〇
一
四
年
七
月

か
ら
連
載
し
、
そ
の
後
、
日
英
韓
中
露
の
五
か
国
語
で
出
版
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ズ
ッ
ト
ナ
ー
像
と
同
時
期
に
、
中
国

山
東
省
（
一
九
三
七
年
国
共
合
作
の
地
）
で
翁
の
大
銅
像
を
制
作
、
八
月
一
日
「
水
の
日
」
に
、
八
雲
町
に
建
立
し
ま
す
。

ギ
リ
シ
ャ
生
ま
れ
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
が
、
明
治
時
代
、
初
め
て
欧
米
に
日
本
文
化
を
紹
介
し
た
『
知
ら
れ
ざ
る
日
本
の

面
影
』
は
、
彼
が
島
根
県
松
江
市
に
住
ん
だ
時
の
体
験
を
元
に
し
て
書
い
た
作
品
で
す
。

そ
し
て
今
、
小
説
『
悠
久
の
河
』
が
生
ま
れ
た
こ
の
地
域
を
「
和
の
文
化
」
創
造
の
原
点
に
、
情
報
通
信
技
術
（ICT

）
を
用
い

て
「
世
界
の
水
と
平
和
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
提
言
、
構
想
の
具
現
化
に
向
け
、
急
速
な
流
れ
が
始
ま
る
こ
と

を
念
じ
て
い
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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O
n the O

ccasion of Bertha von Suttner's C
entenary

　
　

―
Result

＝A
bility

（0

～100

）×Passion

（0

～100

）×Thought（
－∞

～0

～+

∞
）―

A
kio K

om
atsu　

Ladies and G
entlem

en:

M
y nam

e is A
kio K

om
atsu, chairm

an of the board of directors of The H
um

an, N
ature &

 Science Institute Foun -
dation (H

N
S) in Japan.

It is m
y honor and greatest pleasure to m

eet you all today w
ho love and respect our Bertha von Suttner at this 

special place com
m

em
orating the one hundredth year of her death and share w

ith you her hopes and w
ishes 

throughout her life dedicated to peace.

A
s explained in the video, w

e (H
N

S) have, as positive Peace advocators, devoted our efforts since tw
enty years 

ago to creating a fram
ew

ork of hum
an em

pathy through unoffi
cial diplom

acy, visiting w
ar and peace m

useum
s 

w
orld over.

A
ccording to new

spapers, Japan decided to ignore the Potsdam
 D

eclaration on July 29th of 1945, and the atom
-

ic bom
bs, for the first tim

e in hum
an history, w

ere dropped on H
iroshim

a and N
agasaki. W

orld W
ar II, the 

m
ost devastating w

ar in history ended w
hen Japan surrendered follow

ing after Italy and G
erm

any by signing 
on the M

issouri on Septem
ber 2nd. In Japan A

ugust 15th has been designated as the D
ay of the “Term

ination 
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of the W
ar” since the Em

peror H
irohito m

ade a radio broadcast on the day. The term
 “term

ination of w
ars,” w

e 
strongly believe, should have a very positive m

eaning that “Japan should be a forerunner to help put an end to 
all w

ars for good and bring about perpetual peace on earth.”

A
bout a century ago Bertha von Suttner, a novelist and active pacifist in Europe and A

m
erica, predicted 

the outbreak of a w
orld w

ar in her novel Lay D
ow

 Your A
rm

s, w
arned the annihilation of m

ankind in 
Barbarization of the Sky, influenced A

lfred N
obel in his decision to include a peace prize am

ong N
obel Prizes, 

w
hich she w

on as the first lady (the fifth laureate) in history. It is, I believe, our duty to m
ake the best use of her 

renew
ed hopes and teachings in our w

orld today.

In 2013, a sculpture of Suttner w
as m

ade by M
s. Ingrid Rollem

a, a sculptor, and displayed during the centennial 
com

m
em

oration of the foundation of the Peace Palace (the W
orld C

ourt) in The H
ague w

hich w
as constructed 

w
ith the donation from

 A
ndrew

 C
arnegie. I w

as at the unveiling cerem
ony then and deeply m

oved by M
s. 

R
ollem

a’s personality and her w
ork w

hich definitely carries her profound thought. I am
 happy to be able to 

display, all thanks to m
any related people, a second bust of Suttner by M

s. Rollem
a before you today at this 

special place w
here she passed aw

ay a century ago. A
fter the exhibition in V

ienna the sculpture w
ill be m

oved 
to Japan to advocate peace w

idely to the people w
ho do not know

 m
uch about Suttner. I also hope that m

any 
m

ore sculptures of her w
ill be built all over the w

orld to encourage both people and m
oney to form

 a steady 
current of peace.

Shim
ane Prefecture, Japan w

here I w
as born and started m

y business forty-tw
o years ago is located on the 

other side of the K
orean Peninsula w

here nuclear threat is a reality by now
. Besides, it has the largest nuclear 
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pow
er plant in Japan. In 2005 Shim

ane Prefecture designated the “D
ay of Takeshim

a (D
okdo in K

orean)” in 
their efforts to help establish the Japanese sovereignty over the island. H

ow
ever, it only triggered the further 

conflicts and disputes over the territorial issues of the islands and the seas in East A
sia.

A
fter contem

plating in Japan the death of Yi Jun in 1907 w
ho lived by his belief and w

as the chief delegate 
of the Im

perial K
orea to the 2nd International Peace C

onference, the death of Bertha von Suttner in 1914, the 
outbreak of W

orld W
ar I, etc., and how

 these and other events w
ere interw

oven to form
 the present situations 

of the w
orld, I w

ould like to announce our project plan and m
ake a proposal this day of June 17th of 2014 in 

V
ienna, A

ustria.

It is a project of “Peoples’ U
nited N

ations &
 the International Peace C

enter.”
The fram

ew
ork of the U

nited N
ations w

as agreed upon in Yalta C
onference in February of 1945 and the 

five perm
anent m

em
bers of the U

N
 Security C

ouncil have been playing leading roles of the international 
organization of 193 m

em
bers w

ho represent their ow
n governm

ents. They som
etim

es use their arm
ed forces in 

order to practice justice. “The Peoples’ U
nited N

ations” on the other hand is a group of people w
ho “represent 

their ow
n people” to discuss as rationally as possible on the bases of hum

an nature and history how
 to m

ake 
stories by w

hich justice functions for everyone in the long run.

“The International Peace C
enter” plan w

as born from
 our studies of geopolitical m

eanings in the hum
an history 

of O
kinaw

a w
hich is not yet free from

 various kinds of antagonism
. The center w

ill be a “facility of prom
ises” 

to open the door to the future of hum
ankind and help O

kinaw
a becom

e an “Island of Perpetual W
orld Peace.” 

The C
enter consists of the follow

ing three m
ain institutions.

(1) “The W
orld W

ar and Peace Picture &
 V

ideo C
enter” w

ill play a role of a kind of “central m
useum

” of w
ar 
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and peace m
useum

s in the w
orld by inter-connecting them

 on the internet by using IC
T.

(2) “The M
em

orial Tow
er” w

ill collect the data of all the w
ar victim

s in m
odern w

ars and record them
 

perm
anently in the form

 of electronic data to w
hich visitors have free access from

 any place of the w
orld.

(3) “The Palace of W
a (peace/harm

ony)” w
ill m

ake the best use of the forefront of science and technology and 
sponsor m

any activities to bring forth “the culture of W
a” such as peace conferences, “W

isdom
 O

lym
pics,” 

throw
ing light on people w

ho have contributed to peace, etc.
O

n behalf of the H
um

an, N
ature and Science Institute I w

ould like to propose to m
ake the K

orean Peninsula 
and Japan a nonnuclear zone w

ith the strong support of the three big nuclear pow
ers and designate the area 

as a birthplace of “W
a culture.” A

lso, the step-by-step nuclear disarm
am

ent of all the nations w
ith nuclear 

w
eapons, w

e believe, should start sim
ultaneously.

A
bout three hundred years ago, Sutoh Yahee of H

iyoshi V
illage of Izum

o Province (now
 Yakum

o Tow
n, 

M
atsue C

ity, Shim
ane Prefecture), also m

y hom
etow

n, spent his ow
n fortune and cut through a hard andesite 

m
ountain called M

t. Tsurugi w
ith his ham

m
ers and chisels in order to change the route of the often flooding 

river and saved the villagers. H
e w

orked on the project for 42 years from
 56 to 97 and died in peace at the age 

of 102.

H
is unyielding story like that of Bertha von Suttner w

ill appear in the form
 of serialized novel titled The 

Eternal River on N
ihon Suido Shinbun (The Journal of Japanese W

ater Service) beginning in July, 2014. Then it 
w

ill be published as a book in five different languages; Japanese, English, K
orean, C

hinese and Russian.
A

 huge bronze statue of him
 w

as m
ade in Shandong Province, C

hina (know
n as a place w

here the collaboration 
betw

een K
uom

ingtang and the C
om

m
unists took place) at around the sam

e tim
e w

hen the sculpture of Suttner 



－ 31－

w
as m

ade in Europe. H
is statue w

ill be shipped to Japan to be placed in Yakum
o Tow

n on A
ugust 1st w

hich is 
designated as the “W

ater D
ay.”

A
 book titled G

lim
pses of U

nfam
iliar Japan w

as w
ritten to introduce Japanese culture in early days to the 

W
estern w

orld by Lafcadio H
earn w

ho w
as born in G

reece and cam
e to Japan during the M

eiji period. H
e 

w
rote the book basing on his ow

n experiences in M
atsue.

Standing on Izum
o, a birthplace of “W

a culture” and the land w
here The Eternal R

iver w
as w

ritten, w
e w

ill 
keep w

riting our ow
n story of “w

orld peace and w
ater,” m

aking full use of IC
T. It is our sincere hope that 

a steady current w
ill be m

ade soon and start running into a m
ajor stream

 tow
ard our proposal of nuclear 

disarm
am

ent and the w
orld peace project.

Thank you very m
uch.
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一
九
八
八
年
四
月	

若
手
経
営
者
二
十
名
で
「
知
革
塾
」
開
塾

一
九
九
四
年
四
月	

人
間
自
然
科
学
研
究
所
設
立
。
郷
土
の
偉
人
を
顕
彰
す
る
出
版
活
動
を
中
心
と
す
る
「
一
村
一
志
」
運
動
開
始

一
九
九
四
年
十
一
月	

「
第
一
回
神
在
月
縁
結
び
世
界
大
会
」
開
催

一
九
九
五
年
四
月	

「
周
藤
彌
兵
衛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

一
九
九
五
年
六
月	

「
人
と
水
と
食
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

一
九
九
六
年
九
月	
中
海
・
本
庄
工
区
の
未
来
構
想
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

一
九
九
六
年
十
一
月	
「
母
な
る
中
海
」
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
よ
り
出
版

一
九
九
七
年
三
月	
「
第
二
回
神
在
月
縁
結
び
世
界
大
会
」
開
催

一
九
九
七
年
六
月	

韓
国
独
立
記
念
館
訪
問
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
献
花
、
寄
付

一
九
九
八
年
七
月	

大
韓
赤
十
字
社
を
通
じ
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
へ
食
糧
支
援

一
九
九
九
年
七
月	

「
太
陽
の
国IZU
M

O

」
出
版

一
九
九
九
年
十
月	

「
第
三
回
縁
結
び
世
界
大
会
」
開
催

二
〇
〇
一
年
五
月	

中
国
人
民
抗
日
戦
争
記
念
館
訪
問
、
献
花

二
〇
〇
二
年
二
月	

日
中
英
対
訳
「
論
語
」
出
版

二
〇
〇
二
年
八
月	

「
治
水
の
偉
人
・
大
梶
七
兵
衛
」
小
説･

漫
画･

児
童
文
学
出
版
「
出
雲
三
兵
衛
」
完
成

二
〇
〇
二
年
九
月	

中
国
山
東
省
棗
荘
・
台
児
荘
大
戦
記
念
館
で
、
中
国
側
三
〇
〇
〇
人
、
日
本
側
四
十
人
で
孔
子
、
孟
子
、

周
藤
彌
兵
衛
翁
、
清
原
太
兵
衛
翁
の
銅
像
完
成
出
発
式

二
〇
〇
三
年
十
月	

日
本
最
大
の
中
国
庭
園
「
燕
趙
園
」
に
孔
子
・
孟
子
像
を
建
立

二
〇
〇
四
年
十
月	

「
太
陽
の
國
」
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

二
〇
〇
五
年
九
月	

中
国
南
京
記
念
館
を
訪
問
、
献
花
。
中
国
中
央
電
視
台
ニ
ュ
ー
ス
で
三
回
に
わ
た
っ
て
全
国
放
送
。
在
日

本
中
国
大
使
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
。 

二
〇
〇
五
年
十
二
月	

ハ
ワ
イ
「
ア
リ
ゾ
ナ
記
念
館
」
真
珠
湾
攻
撃
記
念
式
出
席
、
献
花

二
〇
〇
六
年
三
月	

燕
趙
園
に
西
王
母
と
八
仙
人
大
理
石
像
を
紹
介
建
立

二
〇
〇
六
年
三
月	

「
平
和
環
境
健
康
特
別
区
申
請　

特
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
開
催

人
間
自
然
科
学
研
究
所
の
歴
史
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二
〇
〇
六
年
十
月	

小
松
理
事
長
、
釜
山
市
庁
国
際
会
議
場
で
講
演

二
〇
〇
六
年
十
一
月	

出
雲
大
社
で
「
神
有
月 

和
譲
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

二
〇
〇
七
年
三
月	

燕
趙
園
に
孫
子
像
を
建
立

二
〇
〇
七
年
十
二
月	

南
京
大
虐
殺
記
念
館
改
築
式
典
招
待
出
席

二
〇
〇
八
年
二
月	

私
た
ち
に
と
っ
て
の
「
あ
る
小
さ
な
小
さ
な
島
」
の
話　

座
談
会
開
催

二
〇
〇
八
年
三
月	

「
な
ぜ
出
雲
か
ら
世
界
平
和
か
」
座
談
会
開
催

二
〇
〇
八
年
六
月	

松
江
市
に
て
「
族
譜
」
公
演
。
小
松
理
事
長
が
主
催
団
体
会
長
に

二
〇
〇
八
年
十
月	
第
六
回
国
際
平
和
博
物
館
会
議
、
京
都
・
広
島
開
催
協
賛
、
松
江
で
「
出
雲
和
譲
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

二
〇
〇
九
年
二
月	
中
国
古
典
名
言
録
、
竹
島
＝
独
島
問
題
入
門
、
出
版
記
念
講
演
「
混
迷
の
時
代　

出
雲
か
ら
陽
が
昇
る
」
開
催

二
〇
〇
九
年
九
月	
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
の
第
二
次
世
界
大
戦
慰
霊
碑
を
訪
問
・
献
花

二
〇
一
〇
年
二
月	

松
江
市
に
て
開
催
の
将
棋
第
六
十
期
王
将
戦
を
支
援

二
〇
一
一
年
二
月	

「
朝
鮮
半
島
と
日
本
列
島
の
使
命
」
発
刊

二
〇
一
一
年
十
月	

ア
ジ
ア
太
平
洋
平
和
研
究
学
会
で
、
小
松
理
事
長
講
演

二
〇
一
二
年
七
月	

韓
国
の
月
刊
誌
「
市
民
時
代
」
に
「
真
の
愛
国
者
」
と
し
て
特
集
さ
れ
る

二
〇
一
二
年
十
一
月	

小
松
昭
夫
代
表
取
締
役
が
「
藍
綬
褒
章
」
受
章

二
〇
一
二
年
十
一
月	

国
際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
鳥
取
大
会
に
て
、
漫
画
、
周
藤
彌
兵
衛
、
清
原
太
兵
衛
、
大
梶
七
兵
衛
を
展
示

二
〇
一
三
年
九
月	

オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
市
「
カ
ー
ネ
ギ
ー
平
和
宮
百
周
年
」
記
念
事
業
と
し
て
、
小
松
理
事
長
が
「
世
界
平

和
事
業
家
二
十
人
」
に
選
ば
れ
る

二
〇
一
四
年
六
月	

ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
記
念
事
業
に
取
組
み
、
平
和
大
賞
を
ウ
ィ
ー
ン
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

よ
り
受
賞

二
〇
一
四
年
八
月	

松
江
市
八
雲
町
に
周
藤
彌
兵
衛
翁
像
除
幕

二
〇
一
四
年
十
月	

オ
ラ
ン
ダ
よ
り
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ
ッ
ト
ナ
ー
三
号
像
が
松
江
市
着
（
イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ロ
レ
マ
作　

一
号
像
は
カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
発
注
、
二
号
・
三
号
像
は
小
松
理
事
長
発
注　

二
号
像
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

ウ
ィ
ー
ン
で
展
示
）

二
〇
一
四
年
十
一
月	

イ
ン
グ
リ
ッ
ド
・
ロ
レ
マ
氏
オ
ラ
ン
ダ
よ
り
来
日
。
松
江
市
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
小
泉
八
雲
の
開
か
れ
た
精
神O

penM
ind

」
八
雲
立
つ
出
雲
か
ら
陽
が
昇
る 

女
性
が
羽
ば
た
く
地

方
創
生
の
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
て
開
催
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あ
と
が
き

　

一
九
四
五
年
九
月
二
日
、
百
年
前
に
ペ
リ
ー
提
督
が
掲
げ
た
星
条
旗
を
掲
げ
、
東
京
湾
に
入
港
し
た
米

戦
艦
ミ
ズ
ー
リ
号
で
日
本
は
降
伏
文
書
に
調
印
、
史
上
最
大
の
犠
牲
を
出
し
た
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ

り
、
日
本
は
連
合
国
に
よ
る
占
領
を
受
け
ま
し
た
。
朝
鮮
戦
争
中
の
一
九
五
一
年
に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

講
和
条
約
に
調
印
し
、
独
立
。
日
本
を
含
む
旧
枢
軸
国
を
対
象
に
し
た
敵
国
条
項
の
入
っ
た
国
連
憲
章

（
一
九
四
五
年
十
月
発
効
）
を
受
け
入
れ
、
一
九
五
六
年
に
国
連
に
加
盟
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
西
冷

戦
下
の
高
度
経
済
成
長
と
い
う
繁
栄
も
あ
り
ま
し
た
が
、
二
十
一
世
紀
を
迎
え
た
現
在
、
近
隣
諸
国
と
の

歴
史
問
題
と
世
界
の
激
動
期
と
が
重
な
り
、
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
は
一
九
六
六
年
、
県
庁
所
在
地
松
江
市
の
十
キ
ロ
圏
内
に
原
子
力
発
電
所
を
誘
致
、
日
本
最
大

を
含
む
三
基
共
、
運
転
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
社
会
の
構
造
的
疲
弊
が
、「
財
政
ひ
っ
迫
」「
中

海
干
拓
事
業
中
止
と
大
橋
川
開
削
」「
竹
島
の
日
制
定
」「
公
共
施
設
の
陳
腐
化
、
利
用
者
の
減
少
」
等
を

生
み
、
文
化
・
政
治
・
経
済
の
活
力
が
低
下
、
急
激
な
人
口
減
少
を
招
き
、
閉
そ
く
感
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
ギ
リ
シ
ア
で
小
泉
八
雲
の
「
開
か
れ
た
精
神 O

penM
ind

」
が
よ
み
が
え
り
、
錦
織
圭
選
手

の
活
躍
、
錦
織
良
成
監
督
と EX

ILE T
RIBE　

H
IRO

 
が
創
る
映
画
「
た
た
ら
侍
」
へ
の
期
待
も
高
ま

り
、
松
江
・
出
雲
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
と
朝
鮮
半
島
は
、
核
大
国
の
米
国
・
中
国
・
露
国
の
地
政
学
的
結
節
点
に
あ
り
ま
す
。
安
倍
内
閣
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の
掲
げ
て
い
る
「
積
極
的
平
和
主
義
」「
地
方
創
生
」「
女
性
の
活
躍
」
の
議
論
か
ら
新
し
い
時
代
が
生
ま

れ
る
可
能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
中
小
企
業
の
自
律
的
再
生
と
、
国
民
の
気
づ
き
が
必
要
不
可

欠
で
す
。

　

当
社
が
市
場
創
造
し
た
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
も
大
手
の
参
入
が
進
み
、
全
国
・
世
界
に
広
が
り
市
場
が

急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
松
江
発
の Ruby 

で
開
発
し
た
ク
ラ
ウ
ド
総
合
水
管
理
シ
ス
テ
ム
「
や

く
も
水
神
」
も
、「
次
世
代
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
」
と
し
て
野
村
総
合
研
究
所
が
二
〇
一
〇
年
に
東
京
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
二
七
〇
〇
人
を
前
に
発
表
、
導
入
自
治
体
が
国
交
省
の
成
功
モ
デ
ル
と
も
な
り
本
格
的
な

普
及
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

　

や
く
も
水
神
の
原
点
「
水
の
偉
人
・
周
藤
彌
兵
衛
翁
」
の
大
銅
像
を
日
中
戦
争
の
激
戦
地
山
東
省
で
制

作
、
八
月
一
日
「
水
の
日
」
に
松
江
市
八
雲
町
に
地
元
の
協
力
を
得
て
建
立
し
ま
し
た
。
そ
し
て
カ
ー
ネ

ギ
ー
財
団
、
オ
ラ
ン
ダ
の
芸
術
家
ロ
レ
マ
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
小
説
「
武
器
を
捨
て
よ
」「
空
の
蛮
行
」

で
百
年
前
に
世
界
大
戦
を
強
く
警
告
し
た
、
女
性
初
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
者
ベ
ル
タ
・
フ
ォ
ン
・
ズ

ッ
ト
ナ
ー
の
像
建
立
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
者
の
イ
ッ
プ
常
子
さ
ん
の
参
加
で
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
政
府
企
画
に
よ
る
ズ
ッ
ト
ナ
ー
の
演
劇
「
情
熱
に
燃
え
る
魂
」
が
、
東
京
、
広
島
、
神
戸
、

京
都
、
名
古
屋
で
上
演
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
出
版
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
平
和
へ
の
念
い
を
込
め
た
「
国
民
国
連
構
想
」（
二
〇
〇
九
年
北
京
、

二
〇
一
四
年
ウ
ィ
ー
ン
で
発
表
）
が
、
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
北
東
ア
ジ
ア
非
核
兵
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器
地
帯
構
想
」
マ
ラ
ラ
・
ユ
ス
フ
ザ
イ
さ
ん
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
、
出
雲
大
社
の
遷
宮
と
慶
事
を
追

い
風
に
、
出
雲
か
ら
世
界
へ
羽
ば
た
く
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　

二
〇
一
四
年
十
一
月
二
十
三 

日

小
松
電
機
産
業
株
式
会
社　
　
　
　
　
　
　

人
間
自
然
科
学
研
究
所　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

 

代
表　

小　

松　

昭　

夫　



－ 37－

     A
 Postscript

  W
orld W

ar II ended w
ith the greatest sacrifice in hum

an history on Septem
ber 2, 1945 

w
hen Japan signed the Instrum

ent of Surrender on board U
SS M

issouri at Tokyo Bay 
under the very sam

e Star-Spangled Banner flow
n by C

om
m

odore Perry about a century 
before and the occupation of Japan by the A

llied Pow
ers began.

  In 1951, in the m
iddle of the K

orean W
ar, Japan regained its independence by signing 

the Peace Treaty in San Francisco and becam
e a m

em
ber of the U

nited N
ations, accepting 

the U
.N

. C
harter, (effected in O

ctober, 1945), w
hich contains the enem

y clause for the old 
A

xis Pow
ers including Japan.  Even though Japan enjoyed a period of prosperity under 

the C
old W

ar, w
e now

 face com
plicated problem

s in the 21
st century stem

m
ed from

 
disagreem

ents w
ith the neighboring countries on historical issues and political turm

oil of 
the w

orld.
  In 1966 upon the invitation of Shim

ane Prefecture they built a nuclear pow
er plant w

ithin 
the 10-km

 circle of prefectural capital M
atsue.  The reactors have increased in num

ber and 
now

 count three including the largest in Japan, but none of them
 is in operation at present.  

The structural exhaustion of the society induced “fiscal tightness,” “stoppage of the land 
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reclam
ation project in Lake N

akaum
i and excavation of the O

hashi River,” “the enactm
ent 

of Takeshim
a’s D

ay,” “obsoleting of public facilities and decrease of the users in num
ber,” 

etc., w
hich reduced our cultural, political and econom

ic vitalities, triggered the rapid 
depopulation and the cooped-up feeling is drifting in our prefecture.
  O

n the other hand there is a new
 trend to attract people’s attention to M

atsue and 
Izum

o.  In G
reece recently, for exam

ple, Lafcadio H
earn’s “O

pen M
ind” w

as revived.  K
ei 

N
ishikori becam

e a w
orld-top tennis player.  D

irector Yoshinari N
ishikori and EX

ILE 
TRIBE H

IRO
 are now

 shooting together a highly expected m
ovie titled Tatara Sam

urai.
  Japan and the K

orean Peninsula are located at the geopolitical center of the three nuclear 
super-pow

ers, the U
.S.A

., R
ussia and C

hina.  A
 possibility to open a new

 age w
as born 

here w
hen Prim

e M
inister A

be and his governm
ent decided to advocate “Proactive 

C
ontribution to Peace,” V

italization of Local Econom
y” and “V

italization of W
om

an 
Pow

er.”  It goes w
ithout saying that the new

 trend m
ust be accom

panied and supported 
by the aw

akened people and regenerated sm
all/m

edium
 enterprises.

  The m
arket of industrial sheet shutters w

hich our com
pany created years ago is now

 
rapidly expanding to the w

orld as big com
panies also entered the m

arket.
  A

nother invention of ours is a general w
ater control system

 called Yakum
o Suishin 
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(Yakum
o w

ater god) w
hich uses locally developed com

puter language “Ruby” and cloud 
com

puting system
.  It w

as first introduced by N
om

ura Research Institute Ltd. at the 2010 
Tokyo Forum

 to the audience of 2,700 as “a Social Structure for the N
ext G

eneration.”  
The M

inistry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism
 nom

inated it as a successful 
m

odel and the system
 is now

 selling nationw
ide and beyond the national borders.

  Recently w
e m

ade a huge bronze statue of Sutoh Yahee, a great m
an in the field of w

ater 
control and the source of our inspiration, in Shandong Province, C

hina, one of the w
orst 

battle grounds during the Second Sino-Japanese W
ar.  The unveiling cerem

ony took 
place in Yakum

o Tow
n, M

atsue on A
ugust 1, 2014 designated as “W

ater D
ay” w

ith the 
cooperation of the local people. W

e also started, w
ith the help of a C

arnegie Foundation 
and M

s. Ingrid Rollem
a, a D

utch sculptress, a m
ovem

ent to prom
ote Bertha von Suttner, 

the first w
om

an N
obel Peace Prize laureate and the author of the novel Lay D

ow
n Your 

A
rm

s and the essay The Barbarization of the Sky.  M
s. Tsuneko Ipp, one of the lecturers of 

this sym
posium

, is assisting as the narrator the stage perform
ance about the life of Suttner 

titled Soul of Fire, sponsored by the Em
bassy of A

ustria and scheduled to be perform
ed in 

Tokyo, H
iroshim

a, K
obe, K

yoto and N
agoya.

  W
e sincerely hope that this booklet w

ill help our plan for “the Peoples’ U
nited N

ations,” 
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(introduced in V
ienna in 2014), w

ill sail aw
ay from

 Izum
o into the w

orld before the 
w

inds of the plan to achieve “D
enuclearization and Peace in N

ortheast A
sia” of N

agasaki 
U

niversity R
esearch C

enter for N
uclear W

eapons A
bolition, M

iss M
alala Yousafzai’s 

w
inning of a N

obel Peace Prize, Izum
o Taisha’s dedication of a new

 shrine and their 
auspicious event.

N
ovem

ber 23, 2014

  A
kio K

om
atsu

  President, K
om

atsu Electric Industries C
o. Ltd., the H

um
an, N

ature and Science Institute 
Foundation



ベルタ・フォン・ズットナー
八雲立つ出雲に甦る女性初のノーベル平和賞受賞者

小泉八雲の開かれた精神 Open Mind

企　画　小松　昭夫
編　者　古浦　義己
翻　訳　中村新一郎
発行日　2014年11月23日
発行者　小松電機産業株式会社
発行所　小松電機産業株式会社
　　　　一般財団法人 人間自然科学研究所
　　　　〒690-0046 島根県松江市乃木福富町735-188

湖南テクノパーク内
　　　　TEL. 050-3161-2490／FAX. 050-3161-3846
　　　　http://www.komatsuelec.co.jp/
　　　　http://www.hns.gr.jp/





「和」のこころで世界を幸せにする
起業家12人の物語
日の丸ベンチャー

本書で紹介するベンチャー 12社は、時流に乗って成功するこ
とのみを目指しているようなベンチャーとは一味も二味も違っ
ている。「日本のため、世界のため」、社会のために誰かがや
らなければならないことをやるという理念のもとで、持続的な
価値を追求している企業だ。その会社と経営者の物語は、人
として企業人として、一人の日本人として生きる上での多くのヒ
ントや知恵、夢や勇気、そして共感と感動に満ちている。

日中韓英 4 ヵ国語
中國古典名言録
学苑出版社・発行人 小松昭夫

数千年にわたって引き継がれた人類の至宝である中国古典か
ら、今日的課題である平和、環境、健康に関する624件の名
言を厳選、日中韓英4 ヵ国語で編纂。高い評価を得た一冊。

日中英 3 ヵ国語
日中韓英 4 ヵ国語
新版 論語

1988年、ノーベル賞受賞者がパリに集まり、「人類が21世紀
に生存していくには2500年前を振り返り、孔子から知恵を汲
み取らなければならない」と宣言した。21世紀を生きる、人
類に向けた指針。

魔法の経営
ベンチャービジネスの雄
小松昭夫に学ぶこれからのビジネス
三和書籍・早川和宏 著

小松電機産業が21世紀を見据えた事業を強力に推進できるの
は、高い理念と実績に裏打ちされた余裕があるからだ。不可
能と思えるものを可能にする「天略」経営で、高収益体質の
企業に鍛え上げた小松昭夫流「魔法の経営」を紹介する。

母なる中海
汽水湖は 21 世紀文明の子宮
ダイヤモンド社・森 清 著

干陸賛成と絶対反対。思惑がらみの議論の中に、本書の主人
公・小松昭夫は地球環境と生命の本質を考える「もう一つの
提案」をぶつけた。中海本庄工区の事業が中止された今、先
見性に満ちた発言が輝きを放つ。

あなたが動く、時代が変わる
太陽の國 IZUMO
地球ユートピアモデル事業

竹島独島の地球共生・縁結びの女性像、世界の戦争犠牲者を
記録するメモリアルタワー、映像とITを駆使した総合平和戦
争記念館など、人間自然科学研究所の構想と、それを貫く理
念の原点が、ここにある。

治水の偉人「出雲三兵衛」
周藤彌兵衛
清原太兵衛
大梶七兵衛

300年前、56歳から一念発起、岩山をくりぬき、97歳で意宇
川の川違え工事を完成させ、102歳の天寿を全うした周藤彌
兵衛。佐陀川を開削し松江市の基礎を築いた清原太兵衛。簸
川平野に用水を引き、穀倉地帯に変えた大梶七兵衛。3人の
生き方を小説、児童文学、漫画で、全世代に届けます。

３大核大国の結節点から
和の時代が始まる
朝鮮半島と
日本列島の使命

禍
わざわい

転じて福となすシナリオ――八雲立つ出雲から陽が昇る！
中露米の３大核大国に囲まれた日本・韓国・朝鮮が世界の命
運を握っている！
竹島独島問題が北方領土・尖閣諸島問題に連鎖、死者32万人
の「南海トラフ」巨大地震の被害想定も重なり、東アジア情勢
は一触即発の危機に瀕している。
導火線に火がつけば、中国、露国、米国を巻き込んだ人類史
上例のない深刻な局面に！！

一般財団法人 人間自然科学研究所　関連書籍

小説
児童文学
漫画
各セット
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